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はじめに  の文化と「国民文化」、それら双方を重視しようと  

するその教育政策は、1990年代にはいって「∴言  

語・文化間教育（educaci6nintercultura］bi］ingtie）」  

にとってかわられ、21llし紀にはいると本格的にそ  

れが推進されるようになる。   

先住民にたいする教育政策が変化していったこ  

の時代は、メキシコが膨人な対外債務を抱えて深  

刻な経済危機に陥った時代であった。llし界的にみ  

ると、正殿原理を優兄する経済のグローバル化が  

急速に進みはじめた時期である。メキシコは1982  

年、未曾有の金融危機に直面し、国際金融機関の  

支援のもと、いわゆる新自由主義的政策を取り入  

れて、積棉拍勺にグローバル化の流れのなかに入 っ  

ていった国のひとつであった。その象徴的な政策  

が、1992年にアメリカ合州国・カナダと締結した  

北米H山貿易協定（NAFTA）であり、それが発効  

する1994年には経済協力川発機構（（）ECD）に加  

盟することで、メキシコは北進国の仲間入りをめ  

ざした。メキシコ革命以後に確立されてきた政治  

経済体制は、1980年代以降、大きな変革の時を迎  

えることとなったのである。   

メキシコがlll二界の市場経折に積碑拍勺にかかわろ  

うとする一ノノで、メキシコでもっとも貧しい地域  

のひとつであるチアパス州で、マヤ系先住民を中  

心に組織されたサパティスタ民族解放軍（Ej6rcito  

ZapatisladeLiberaci6nNacional、以卜EZLN）が1994  

年に武装蜂起した。それは、グローバル化に対応  

するメキシコ政府の政策運営が、一部の富硲層を  

潤すとしても、北住民族がおかれた社会経済情況  

をますます悪化させ、格差をさらに拡人させたこ  

とを反映したひとつの象徴的な事件であろう。  

EZLNは、インターネットなどの通信技術を馴使   

1992年、メキシコにおいて憲法の改正がおこな  

われ1、メキシコは「複数文化（pluricultural）」の  

l王1であると規定された。それまで、「同質的な文  

化」による国家の統一をめざしてきた政府は、複  

数の先住比文化を保持するl王1家としてメキシコを  

定義しなおし、多様性のなかでの統一を模索しは  

じめたのである。2000年に、メキシコを長く支  

配してきた制度的革命党（PartidoRevolucionario  

Institucional、以卜PRI）による長期政権が崩壊し  

て政権交代が起こると、2001年、新政権は、先住  

民族の権利や先住民文化の価値の尊重に加え、先  

住民共同体の自治などを盛り込むさらなる憲法の  

改正をおこなった。こうした憲法改正に象徴され  

る先住民政策の変化は、201咽己の後半以降少しず  

つ起こってきたが、とくに1980年代後半から加速  

度的に進められていく。  

1910叶に勃発した革命が一段落した1920叶以  

降、国家の再建にむけて、農地改革とともに政府  

が盛祝した先住比政策のひとつが教育の普及で  

あった。政府は、教育をつうじて先住比社会を  

「国民社会」へと統合し、それによって北住民社  

会ならびにl七l家全体の発展をめざした。しかしな  

がら、1920年代から一貫して推進されてきたスペ  

イン語化政策に代表される同化十義的な北住民教  

育政策も、2011し紅綬半以降、言語をはじめとする  

先住比文化の多様性を尊座する教育政策へと見直  

しを迫られていく。その代表的な教育政策が1970  

年代後半に提唱された「了二言語・ 文化教育  

（educaci6nbi］inguebicultural）」であった。さらに、  

北住民の言語と公用語であるスペイン語、先住民  
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集され、農地改革省（SecretarEadeReformaAgraria）、  

INlなど政府与党の関係する機関の後援を得て川  

催された㌔同会議で採択されたパックアロ憲章に  

おいても、先住民が民十的な社会発展から触り残  

されてきたという批判がなされながらも、当時の  

人統領ルイス・エチェベリーア（LuisEcheverria  

大統領19701976）はじめ革命政権が先住民とと  

もに問題の解決に努力してきたと一定の評価をく  

だす文言も盛り込まれている（INI1978：361－  

368）。また、1976年川催の第1回二言語先住民教  

員全l王1集会には、その年に人統領就任が確実と  

なっていたPRIの次期似補ロペス・ポルティー  

ジョ（L6pezPorlil］0大統領19761982）がH席し  

ている。   

先住民教員をrTl心として組織されたANPIBAC  

も、政府や政党、宗教団体から独立した組織であ  

るとしながらも、実際はPRIの支援を受けていた  

（Guti6rrezChong20Ol：162）。組織だけではなく、  

その指導者たちも、政権と結びつくことによって  

政府の要職を得たり、村を支配するカシーケ（地  

ノノ権力者）となったりする場合も少なくなかった。  

それゆえに、北住民組織の内部で分裂をリlき起こ  

したり、先住民H身による提案が政府の都合にあ  

わせた政策へと流用されたりするという問題をも  

抱え込んでおり、北住民の運動も、「官製インディ  

ヘニスモ」を主導してきた体制のなかに取り込ま  

れているという指摘がある（小林1983、1985、  

Berte］yBusquels1998：86、GulierrezChong2OOl 

173－174、P6rezP6rez2OO3：69ほか）（3。   

このように、1970年代にはじまる先住民自身の  

参加による全l棚勺な運動は、いわゆる「社会的弱  

者」からの異議小し立てという側面をもつ一方  

で、上述したような問題をも抱えていた。しかし、  

先住民がみずからの言語や文化の尊重、権益の保  

護や拡人を求めて政権与一党の影響のもとで声をあ  

げたことの背景には、長年にわたってPRlが政権  

を独占し、それに対抗する政治勢力が脆弱であっ  

たという当時のメキシコ独特の政始情況があった  

ことを考慮する必要があろう。先住民組織の代表  

的指導者のひと りで、教育省（Secretariade  

Educaci6nPtlblica）の要職にも就いたことのあるエ  

ルナンデス＝エルナンデスは、1988年に附された   

論考のなかで、国家と北住民組織の関係は非対称  

ではあるが、先住民組織は自十性を火うことなく  

l七l家と貞の相互依存関係を築くべきであると述べ  

た。そして、それまでの先住民組織のおもな対話  

の和子は国家であり、その結果、先住民の要求の  

多くが政府諸機関の政策や活動計画の一部となっ  

たとし、こうした情況がどの程度、北住民組織に  

有利に働いたのかと自問自答する。  

確かに、先住民組織は「怪物」、すなわちメキシ  

コの社会政治システムに飲み込まれてしまっ  

た。（中略）先住民の旗は、l王1家自身によって公  

的に「引き継がれた」のである（Hernandez  

Hernandez1988：176）   

エルナンデス＝エルナンデスは、このようにそ  

れまでの先住民運動の問題点を指摘し、先住比組  

織の要求がl王1家の公的言説の一部となりl七l家のプ  

ロジェクトに放り込まれていったことによって、  

先住民組織が弱体化したことを認める。そのうえ  

で今後の課題として、要求するのではなく、みず  

からが行勤していく新たな仕組みを構築すること  

が重要であると訴えたのである（Hernandez  

Hernandez1988：176）。   

北住民の指導者も認めるように、1970年代から  

活発化する先住民組織の活動も、メキシコ孝虫特の  

政治文化のなかで「国家」という大きな壁にl自二面  

せざるをえなかった。しかしながら、一連の先住  

民組織の動きは、国家主導の先住民政策に変更を  

迫り、国家と先住民との新たな関係の構築にl句け  

たひとつの力となったのも事実であろう7。その点  

にかんして、1970叶代に導入され、1980年代、止  

式に教育プログラムに組み込まれた二言語・二文  

化教育をめぐる議論を例に検討してみたい。  

2 二言語・二文化教育への移行  

1920年代以降、急速に普及する農村教育におい  

て推進されたスペイン語化教育は、北住民言語を  

排したスペイン言酎こよる直接教授法によるものが  

主流であった。1930年代以降、一部地域において  

先住民言語を利用したスペイン語教育がおこなわ   
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して、さまざまな宣言や要求を発イ言したことか  

ら、世界の注目をあびることとなる。また当時は、  

グローバル化の進展とともにlll二界各地で問題化し  

てきた貧凶の拡大を懸念する声や、マイノリティ  

にたいする人権擁護の意識が世界的に高まった時  

代でもあり、EZLNにたいして、メキシコ政府は  

慎重な対応を迫られたのである。  

1992年の憲法改正は、メキシコを触り巻く国内  

外のさまざまな情況の変化が要因であり、当然の  

ことながらそれが先住民政策の変化にも多大な影  

響を与一えた。では、こうしたグローバル化時代に  

おける複数文化主義への移行は、どのような意味  

をもっているのだろうか。本稿では、20世紀最後  

の四半llし紀においてメキシコでみられた「∴言  

語・文化冊数育」導入にいたるまでの先住比教育  

政策の変化とその背景を概観しながらこうした問  

題を検討したい2。  

し、川会式には2，500名が参加した。そして、「全  

国うl己住民審議会（ConsejoNacionaldePueblos  

Indigenas、以下CNPI）」の結成が決定され、「先住  

民共同体宣言（AcladeComunidadeslndigenas）」、  

通称「パックアロ憲章（CarladePalzcuaro）」が採  

択された。1977叶には、第2回全l七l会議において  

CNPIの規約が承認され、「メキシコ北住民族社会  

経済発展のための行動計画（ProgramadeAcci6n  

paraelDesarrolloSocialyEcon6micodelosPueblos  

lndigenasdeMexico）」が発表された。そして、第  

3回全l王1会議が、1979叶に首都のメキシコ・シ  

ティにおいて開催されるにいたった。これらの一  

連の会議において、先住民のおかれている現状や  

問題ノた、および彼／彼女らが要求する権利などに  

ついて話し合いがおこなわれたが、議論の「ト心  

は、土地所有・インフラストラクチャーの整備・  

商業・農業・教育・法律などであった（Garduno  

Cervantes1983：17－18）。   

また1976年には、第1回の「二言語北住民教員  

全国集会（EncuentroNacionaldeMaestrosIndigenas  

Bilinかes）」、翌年には第2回全国集会が川催され、  

先住民の二言語教員によって「全国二言語先住民  

専門職同盟（AlianzaNacionaldeProfesionales  

lndigenasBi］ingties，A．C．、以卜ANPIBAC）」がALl織  

された。この団体は、二言語教員ならびに「文化  

振興担当員（promotorcultural）」1を「トLりこ結成さ  

れたが、ほかの職業に就く先住民もこれに参加す  

ることがLJJ能であった（HernandezHemandez  

1988：17O－173、Guti6rrezChong20Ol：第7章）。  

これらの運動を糾う先住民の専IllJ家たちは、各民  

族集団がもつ独Hの文化や言語を′承認すること、  

それを担う先住民の民族意識やアイデンティティ  

を尊重すること、北住民政策の策定や実施におい  

て先住民出身を参加させることなどを主張した。   

こうした全l棚勺な先住比運動は、従来のl王1家主  

導による北住民政策には批判的であったが、しか  

し、前身であるI玉1比革命党（PartidoNacional  

Revolucionario）が1929年に結成されて以来、長ら  

く政権の座についてきたPRIの支配する体制の変  

更を迫るものではなかった。たとえば、第1回全  

国先住民会議は、PRI傘下の全国農民連合  

（Confederaci6nNaciona］Campesina）によって招   

1 活発化する先住民組織   

メキシコ政府は、20世紀前半から教育の普及や  

農地改革など、先住民社会および国家全体の発展  

をめざしてさまざまな先住民政策を積碑拍勺に推進  

してきた。しかながら、国立北住民研究所  

（InslituloNacionalIndigenisla、以卜INl）を中心と  

しておこなわれてきた政府主導による先住比政  

策、すなわち「官製インディヘニスモ（indigenismo  

oficial）」にたいして、1960年代後半ごろから、非  

先住民による温情主義的・家父長主義的な性格を  

もつ同化・統合政策であるという批判が、人類学  

者や社会学者などから出されるようになる。ま  

た、メキシコ各地で先住比の同体が組織されはじ  

め、1970年代には、さまざまな先住民族で構成さ  

れる全l棚勺な同体が創設される。それまで「救折」  

の対象として位置づけられてきた先住民出身も、  

そうした団体をつうじてみずからの権利や価値の  

承認を求めて積碑柏勺に声をあげるようになったの  

である：う。  

1975年、メキシコではじめての先住民による全  

l王1集会「全Ilir先住民会議（CongresoNacionalde  

PueblosIndigenas）」が、ミチョアカン州パックア  

ロで川催され、56民族集団から76の組織が参加  
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れるが、最終的な目的は、北住民が独自の言語に  

かわってスペイン語を話すようになることであっ  

た。1960叶代なかばからは、∴言語教育が導入さ  

れ、先住民言語の価値を認めながらスペイン語を  

第二言語として普及する政策が少しずつ広まって  

いく。先述のとおり1970年代なかばになると、 

言語に加えて先住民の文化にも配慮した「二言  

語・二文化教育」がl川始される（青木2008参照） 

こうして教育の場における先住比言語・文化の仰  

他やその重要性が認識されるようになるが、メキ  

シコの公用語であるスペイン語の優位、先住民社  

会の「l王1比社会」への統介という流れはかわるこ  

とはなかった 

こうした情況のなか、1970年代後半から、上述  

したCNPIなどの先住民組織は、了二言語・了二文化教  

育を普通教育への過渡的な教育としてではなく、  

初等教育全学叶にわたって実施することの必要性  

を提唱し、先住比の言語や文化にかかわる教育政  

策にたいし多くの提言をおこなっている。たとえ  

ば、1979叶の第3回全l七l先住比会議において、初  

等教育すべての段階における二言語・二文化教育  

の実施にl句けて、文化振興相当員や二言語教員の  

養成・増員、学校や寄宿学校の増設などを求めて  

いる。さらに、先住民言語の公用語化、北住民文  

化の価値の承認、先スペイン期の遺跡の保護など  

も求め、これら一連の教育・文化活動を促進する  

ための先住民文化教育局の創設、研究機関や大学  

の設置を提案した。また、こうした活動は、先住  

民の専門家によって指導されるとともに、女性が  

参加することの必要性についても言及されてい  

る。そして、教育について連邦および州政府にた  

いしてつぎのように訴えた。  

ここでいう先住民の教育とは、二言語・二文化  

教育である。これまでのスペイン語化教育を批判  

して、先住民言語とスペイン語を同時並行的に教  

えるための教員を養成し、先住民族が保持してき  

た知恵と西洋の知識とを組み合わせることが必要  

であると主張された。そして、先の引用からわか  

るように、二言語・二文化教育においては、基礎  

教育のレベルから人学レベルまで、その内容・方  

法・教材などが、政府ではなく先住民自身の主導  

によって決定されるべきであると先住民の指導者  

らは訴えたのである。   

CNPIと密接な関係があり、二言語・二文化教育  

推進の中心的組織ANPIBACも、1979年にl川催した  

第1回「∴言言i・∴文化教育全国セミナー（Seminario  

NacionaldeEducaci6nBilingtleBicultural）」におけ  

る議論をもとに「二言語・二文化北住民教育の  

実行に向けた全l王1計画（PlanNacionalparala  

Instrumentaclhn de la Educacl6n Indigena Blllngue 

Bicu］1ura］）」を作成し、同年、計画実現のための  

援をもとめてこれを人統領に提出した（ANPIBAC  

1982：110、GarduaoCervanles1983：62、King1994 

7071）。ANPIBACは、政府が1970年代後半から導  

入を開始した二言語・∴文化教育について、定義  

があいまいで混乱に満ちていると批判し、それと  

は異なる新たな北住民教育を「二言語・二文化先  

住比教育（educaci6nindigenabilmgtiebicultural）」  

とIlこ乎んだ。その教育の根本的な目的は、資本主義  

体制のなか、先住民がノ受けている経済的搾取、文  

化的支配、民族的差別、政治的操作を克服し、先  

住民文化の再評価、民族アイデンティティの尊  

重、民族の平等、政治への参加を勝ち取ることで  

あった。具体的には、∴言語教育については、ス  

語についても「話  ペイン語だけではなく北住民言  

す・読む・苦く」に加え、言語・文法の構造を教  

えること、∴文化教育については、教育の哲学・  

目的・計画の内容・ノノ法・評価において、西洋文  

化を基準とするのではなく先住民文化を基準とし  

てつくることを主張した。とはいえ、そうした教  

育によって、先住民が過去の姿にもどるのではな  

く、民族のアイデンティティをもちながらメキシ  

コ人となることを提唱したのである（ANPIBAC  

1982：105109）。   

わたしたちに資金をください。わたしたち先住  

民は教育をおこないます。わたしたちが教育の  

なかで求めるものは自分たちが決定する、今や  

そのときを迎えているのです。わたしたちの哲  

学やあり方に反する計画やプログラム、木や教  

材の押しつけはもうたくさんです。わたしたち  

は、発展のための教育が必要で、わたしたちだ  

けがそれを編成することができるのです  

（GarduaoCervanles1983：51）。  
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こうした先住民の声が高まるなか、国家の側に  

も北住民政策の兄l自二しや国家そのもののかたちを  

めぐる変化が生じてくる。たとえば、1982年、全  

国教育矧rリ審議会（ConsejoNacionalTecnicode］a  

Educaci6n、以卜CNTE）の機関誌『教育』が北住  

民文化と教育の関係についての特集を組み、上述  

したANPIBACの主張を掲載するなど、北住民の  

文化・価値・権利などを先住民独自のものとして  

積碑拍勺に評仰しようとする論調が出てくる。ま  

た、教育省において1970年に設置された「先住民  

地域学制外教育部（I：）irecci6nGeneraldeEducaci6n  

Extraesc（）1arenelMedi（）Indigena）」が改組され、1978  

年、北住民教育部（Direcci（うnGenera］deEducaci6n  

Indigena、以下I：）GEI）が創設されて、先住民教育  

が止規の教育課程のなかに位置づけられた。Ⅰ）GEI  

の副部長には、ANPIBACの代表を務めたエルナ  

ンデス＝エルナンデスが就任し、先住比出身の 

言語教員が先住民教育政策を担う要職を得ること  

になった。さらに、1982年DGEIが『複数文化のメ  

キシコに向けて（HaciaunM占Ⅹicopluricultural）』  

という論集を肘版したことは、教育省において、  

同質的な文化ではなく、複数の文化による国家統  

合のあり方が模索されはじめたことを象徴してい  

るといえよう（青木2008：78）。そして1983年、  

言語・二文化教育は、国の教育制度に公式なか  

たちで組み込まれることになった。  

1980年代の後半には、D〔；Elにおいて、北住民言  

語話者に第二言語としてのスペイン語を教えるた  

めのマニュアルや二言語・∵文化教育を初等教育  

6年間にわたっておこなうためのマニュアル、当  

該教育にかんする指導書（HernandezHernandez  

1988：144、P6rezP6rez20O3：69－7O）、数多くの先  

住民言語およびその変異体による教科書などが作  

成された。ただし、教科書については識字教育の  

ためのものであり、各教科の教科書はスペイン語  

によるものであった（RaInirezCasta6eda2006：173）。  

そのほか、先住民教育についての番組を先住民言  

語で放送するラジオ局の設置などの取り組みもお  

こなわれている（HernandezHernandez1988：144） 

また、先住比教育を担うより高度な専門家の養成  

にも関心がよせられるようになり、1979叶には、  

教育省とINlが協定を結び、国立人類学歴史学研   

究所高等研究センター（CenlrodeInvestigaciones  

Superiores delnslilulo Naciona］de Antropo］ogia e  

Historia、現在の社会人類学高等研究センター、  

Cenlro de Invesllgacloner y Erludlor Superlorer en 

AnlropologiaSocial、以卜CIESAS）において、先  

住民族出身の学生に向けた先住民言語の専門家養  

成プログラムが川始される。1989年には、国立教  

育大学（UniversidadPedag6gicaNacional）に北住  

比教育を専門とする学⊥課程が開設され、先の  

CIESASのプログラムは修十課程へと再編された  

（I：）elaPe凸a2OO2：49）。   

しかしながら、∴言語・∴文化教育にはさまざ  

まな問題があった。たとえば、二言語教員の数お  

よび質、教材などが不十分であったことが指摘さ  

れている。上述したように、識字以外の教科にお  

いては先住民言語による教科書もなく、初等教育  

の初」期において読み書きを学ぶなかで先住民言語  

が使用されたとしても、すべての教科において先  

住民言語が教授言語となっていたわけではない。  

さらに、∴文化教育の教育内容そのものがかなら  

ずしも明確だったわけではなく、先住民文化と  

いっても食年活・祭り・ダンスといった限られた  

ものだけが取り上げられ、先住民の十どもたちの  

世界観など内面をも視野にいれた二言語教育の内  

界やノノ法が十分に検討されることはなかった。ま  

た、多くの場合、初等教育の後期そして中等教育  

以上の教育機関においてはスペイン語だけが教授  

言語であり、初等教育修了後に進学を希望する子  

どもは、スペイン語を習得することが必須であっ  

た。したがって、二言語・二文化教育の実態は、  

結局のところスペイン言酎ヒ教育であり、支配文化  

への統合という結果にならざるをえなかった  

（NietoSote］oyMi］1anDena20O6：57）。先住民教  

員にとっても、先住比文化を考慮した教育という  

ものが不肌であることも多く（DelaPena2002 

4950）、住民のなかにも、公用語であるスペイン  

語の教育を求める声が根強くあり、了二言語・二文  

化教育にたいする先住民H身の理解や協力も地域  

によって差があった（青木2002）。   

先住比による教育要求の高まりに応えて、政府  

の側も先住民にたいする教育のノノ法を少しずつ変  

化させてきた。しかしながら、上述のとおり、教   
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育内容・ノノ法・教材、あるいは教員の養成など、  

言語・二文化教育の実施のための具体的な仕組  

みが十分に整備されず、実施の情況も地域によっ  

て大きく異なるといったさまざまな問題を抱えて  

いた。さらに、1980年代前半にメキシコをおそっ  

た経済危機は、それまでのメキシコの政治経折体  

制に大きな転換をもたらすきっかけとなり、教育  

政策全般においても停滞がみられるようになる 

その一方で、先住比をはじめとするマイノリティ  

の権利擁護の論調が世界的に強まっていったこと  

は、メキシコにおける先住民教育の変化にも多人  

な影響を与一えることになる。  

ス・サリーナス（Car］osSa］inasdeGortari大統領  

19881994）政権は、1992年、NAFTAを締結する  

など、1980叶代以降、メキシコ政府はl七l際経折体  

制の枠組みへと飛び込んでいく。そして、国際金  

融機関の支援のもとで、対外債務の返済を最重要  

課題として、新山山主義的な政策を積碑柏勺に推し  

進めていった。1990年代にはいって経済は上lんJく  

ものの、「火われた10年」とIl刊まれた1980年代は、  

「構造調整プログラム」のもとで非常に厳しい財  

政道営を強いられるなか、教育や福祉をはじめと  

する公的支出が人巾引こ削減された。デ・ラ・マド  

リー政権においては、いくつかの教育省の機関が  

消滅し、さまざまな教育計画も中止に追い込まれ  

た。そして、それまで比較的順調に推移してきた  

教育r算の拡人や就学率の伸びは、この時代に  

なって鈍化あるいは縮小傾lんJへと転じた（Noriega  

Chavez20O4：111－118）。この時代の主要な教育改  

革は、初等教員養成の師範学校の入学費格を引き  

上げて高等教育機関に昇格させたことがほとんど  

唯一であるという指摘さえある（斉藤2004：33）。  

いずれにしても、こうした緊縮財政のもと教育予  

算が削減されるなかで、北住民教育にたいする国  

家の対応も一時停滞することとなった。  

1980年代は、メキシコに限らず世界の多くのい  

わゆる「途上国」において経済が停滞した時期で  

あり、l七l際金融機関の指導のもとで「構造調整」  

がおこなわれるなか、貧凶の拡大などの問題が広  

がった。教育の分野においても、とりわけ貧凶地  

域における教育の危機が叫ばれるようになり、ユ  

ニセフなどの国連機関からも「構造調整プログラ  

ム」に批判が出されるようになる。そして、1990  

年の国連開発計画による『人間開発報告書』や同  

年に川催された「万人のための教育世界 

（WorldConferenceonEducationforAll、通称ジョ  

ムティエン会議）」などにみられるように、経折成  

長を中心、とした川発から人間の基本的年括のlんJ上  

に岳点をおいた開発へと教育の分野におけるl七l際  

的な議論が変化していく（汀原2001：63－74）。   

教育にたいするこうした国際的な取り組みの変  

化に加え、先住民の権利や文化の′承認・尊童とい  

う国際的な人権意識の高まりは、先に述べたメキ  

シコの先住民自身の組織化、遊動の活発化ととも   

3 グローバリゼーションと人権   

言語・二文化教育が制度化された1980年代  

は、それまで輸入代替⊥業化や石油開発などの経  

折政策のもと比較的順調な経折成長を続けてきた  

メキシコにとって、大きな転換期となる時代で  

あった。先に述べたように、1982叶、膨人な累積  

債務を抱えて経済が行きづまり金融危機にみまわ  

れると、メキシコの政治・経済・社会構造は大き  

な変革を迫られることになったからである。金融  

危機が起こったその年に政権についたミグル・  

デ・ラ・マドリー （Migue］de］aMadridHurtado大  

統領1982－1988）は、l七l際通貨基金（IMr）やllし  

界銀行など国際金融機関の支援をノ受け、国営企業  

の民営化、国家による物価や為帝の管畔の撤廃、  

公的支出の削減など、l七l際機関が求める「構造調  

整プログラム」に触り組んだ。メキシコでは、長  

期にわたって続いたPRI体制のもとで、石油・鉄  

道・電力をはじめ数多くの主要な罪業にl王1家が深  

く関与してきた。1980年代の経済危機と、それに  

たいするl玉川警金融機関による支援の受け入れは、  

そうした従来のいわゆる混合経折体制を人きく揺  

さぶり、国家の社会経済への介入を縮小させ、グ  

ローバルな市場原理を盛祝する新山山主義と称さ  

れる体制へ転換する人きな契機となったのであ  

る。   

デ・ラ・マドリー政権は、1986叶、白山貿易を  

促進するための国際協定「関税および貿鋸こ関す  

る一般協定（〔；ATT）」に調印し、つぎのカルロ  
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に北住民教育の変化にも影響を与えている。北住  

民の権利などが盛り込まれた条約のひとつに、  

1957年、l玉川警労働機関（ILO）総会において採択  

された「先住民および部族民条約（1ndigenousand  

Triba］Popu］alionConvention）」（第1O7号条約）Hが  

ある。この条約では、lll二界各l七lの先住民族が、社  

会的・経済的・文化的情況から同国内のほかの住  

民が享ノ受 している利益を得ることができていない  

として、そうした情況の改善が求められている。  

教育にかんしてもいくつかの条項のなかでふれら  

れており、先住比がほかの住比と同様の教育を受  

けることができるように配慮することや、先住民  

にたいする非北住民の偏比を触り除くための教育  

措置をとることがうたわれている。しかしながら、  

この条約は、先住比を保護し、「Ilir民社会（national  

communily）」に統合する（integrate）ことでその  

生活や労働の条件を改善することをめざしてお  

り、先住比独Hの文化や言語は、「l王1比社会」へ統  

合するうえで必要な場合に考慮されると明記され  

ている。   

この条約は、当時メキシコ政府が進めていた北  

住民政策と基本的な考えノバこおいては共通すると  

ころが多く、メキシコは、当初からこの条約を批  

准した27カ国のひとつであった。その後、メキシ  

コ国lノ引こおける先住民政策をめぐる議論と同様、  

先住比を「l七l民社会」へ同化するというこの条約  

の目的に疑問がHされるようになり、1986年、  

IL（）の専Ilリ家委員会においてこの条約の同化十義  

的アプローチが時代遅れとされたのである。そし  

て、1988年と1989年、1L（）総会においてこの条約  

の改止が議論され、1989年には「独立l七lにおける  

先住拭および部族民に関する条約（Convention  

COnCerningIndigenous and Tribal Peoplesin  

IndependentCountries）」（第169号条約）として採  

択された（トメイ 2002：12）。   

メキシコ政府は、1990年、この第169号条約をノ  

ルウェーについで批准している。この条約の教育  

に関連する条項においては、先住民族の協力を得  

て、彼／彼女らの歴史・知識・技術・価値体系・  

願望などを教育に組み込むこと、その実施にあ  

たって責任を各比族に移行するための人材を養成  

すること、各民族が独自の教育施設を設立するこ   

とを水認し、そのための必要な支援をすることな  

どが規定された（第6部第27条）。そのほか、国連  

総会において1989叶に採択された「十どもの権利  

条約（ConvenlionontheRigh1softheChi］d）」、1992  

年に決議された「少数者の権利宣言（Dec］aration  

on the Rights of Persons Belonging to National or 

Ethnic，Religi0usandLinguisticMinorities）」なども、  

メキシコの先住民にかかわる人権問題に影響を与  

えたと指摘される（Carbonel12001：117－119）。   

また、1980年代末以降、アメリカ大陸の先住民  

族の意識を揺さぶるl玉川警的なできごとが相次い  

だ。まず、スペインをはじめとするヨーロッパの  

国々が、コロンブスの「アメリカ大陸発見」500周  

年を祝う記念行事を開催しようと提案したことが  

あげられる。この記念行事は「発見（descubri－  

mienlo）」ではなく「二つの世界の出会い（encuen－  

trodedosmundos）」というスローガンのもと、ヨー  

ロッパおよびアメリカ人陸の各l七lで開催された。  

しかしながら、「出会い」という歴史観を拒否する  

先住比族は各地で抗議の声をあげ、征服以後500  

年におよぶ虐殺と抑止の歴史の総括を各国政〃利こ  

迫ったのである〔｝。さらに、1992年にはグアテマラ  

のマヤ系先住民の人権擁護運動指導者リゴベル  

ク・メンチュウー（RigoberlaMencht11959）が  

ノーベル平和賞をノ受賞し、1993年が「国際先住民  

年」、1994叶から10年間がl七l連の「l七l際先住民族の  

10年」と定められたことは、北住民の権利や価値  

を尊重しようとする国際的な関心をますます高め  

ることになった。   

北住民をはじめとするマイノリティの権利擁護  

のl王1際的な気運が高まり、ILO第169号条約が批准  

されるなか、スペイン語化政策に代表される同質  

的な文化をもつ「国民国家」づくりを標侍してき  

たメキシコ政府においても、l王1家のかたちをめ  

ぐって人きな転機が訪れる。それが、1992叶の憲  

法改正であった。1991年に憲法改正のための発議  

が下院議会でなされ、早野党含め324票のうち272  

票の賛成で承認されたこの攻止によって（Vizcain（）  

〔；uerra2004：86）、メキシコが複数文化の国であ  

ることがはじめて法的に規定されたのである。憲  

法第4条に記されたその規定は、「メキシコl王1家は  

唯一不＝丁分の国である。メキシコ国家は元来、先   
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住民族に支えられてきた複数文化の構成体を有し  

ている」とあり、続けて、北住民の言語・文化・  

習慣・資源・社会組織を保護および振興すること  

などが定められた。   

メキシコの国のかたちをめぐるこうした大きな  

転換には、l七l際的な人権擁護の潮流が要因のひと  

つとなっていたと考えられるが、それだけではな  

く1980年代から加速するグローバリゼーションの  

潮流もまた人きな影響を与一えていた。グローバル  

化時代におけるメキシコのナショナリズムを論じ  

るビスカイーノ＝ゲーラは、その象徴的な条約で  

あるNAITTAと先住比の権利を擁護するILO第169  

号条約との関連について、つぎのような興味深い  

指摘をしている。  

たように1992年の憲法改正にもみられる。メキシ  

コを複数文化の国であると規定し、北住民の価値  

や権利を承認しようとするその政止は、それだけ  

をみると北住民にとっては前進のように思える。  

しかし、土地の所有について定めた第27条の改正  

とあわせてこの憲法改止を見直すとき、先住比に  

とって重大な問題を投げかけている〔〕革命の精朴  

を象徴するとされる1917年憲法第27条の基本的畔  

念は、人卜地所有制を解体・制限し、小農や共有  

地をもつ農民集団エヒード（ejido）を保護・育成  

することであった。しかし、1992年の政止で仁地  

所有の制限が緩和され、外国の企業も含めた法人  

による土地の所有が認められることになったので  

ある。この条項の改止は、先住比の共有地が解体  

され、資本の手によって人仁地所有が進むとして  

多くの批判をあびている‖。グローバル化の流れ  

のなかにおけるこの憲法改止は、先住比の文化が  

′承認される一方で、仁地にたいする権利が失われ  

るという危険性をもつ、先住民にとってはいわば  

諸刃の剣となったのである。  

NAFTAと第169号条約の重なりあいが示してい  

るのは、lll二界化への「発進」が経折的な統合だ  

けではなく、同じくl七l内および11し界の政治の相  

互連結を意味するということである（Vizcaino  

Guerra2OO4：86－87）。   

4 二言語・文化間教育の導入   ビスカイーノ＝ゲーラは、メキシコがアメリカ  

人陸内だけではなく、EUとも経折的な関係を深  

めようとするなかで、民主主義や人権への配慮を  

求める榊千側にいかに対処していくかということ  

が政府の課題となったと指摘する。そして、そう  

した国際的な圧力によって、先住民の人権問題な  

ど、それまではメキシコの内政問題としてきた課  

題に政府が対応せざるをえなくなるというのであ  

る（VizcainoGuerra20O4：87）。グローバル化時代  

における新白山主義的な政策の推進は、先住民の  

生活を脅かすという多くの批判がある一方で、l王1  

際的な圧力のもとで北住民の人権にたいする関心  

を高めるというもうひとつの側面ももっていたの  

である。また、新白山主義的政策の中心的な旗振  

り役のひとつ世界銀行から、メキシコが多額の融  

資を受けて先住比居住地城をはじめとする貧困地  

域の初等教育普及プロジェクトをおこなっている  

ことも、グローバル化時代における先住民の権利  

擁護政策のひとつとして興味深い事例であろ  

う‖）。   

こうしたある意味における両義性は、兄にふれ  

ラテンアメリカにおいては、1970年代末ごろか  

ら二言語・文化間教育の議論がはじまり、1980年  

代にそれが練られていった。とくに、ユネスコの  

ラテンアメリカ・カリブ地域事務所および米州先  

住民研究所（1nslilutoIndigenislaInteramericano）の  

両機関が、文化間数育の議論に岳要な役割をはた  

していた（P6rezLuis2OO9：257）12。1983年には、  

両機関から『ラテンアメリカにおける教育・比族・  

脱植民地主義（Educaci6n，etniasydescol（mizaci6n  

enAmericaLalina）』という二巻のH版物が刊行  

されたが、それには「文化m・∴言語教育のた  

めの手引き（unaguiaparalaeducaci6nbilingtle  

intercu］1ural）」というサブタイトルがつけられてい  

る。その後、とくに1990年代のコロンブスの500周  

年をめぐる議論のなかで、この「文化間」という  

考えノノがラテンアメリカ各地に広まったという指  

摘がある（LourdesCasillas20O6：47）。メキシコ  

においても、1980叶代は∴言語・∴文化教育とい  

う用語が一般的であり、「文化間教育」という語が   
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1992年の憲法改正にともない、翌年、教育法も改  

正されて一般教育法（LaLeyGeneraldeEducaci6n）  

が発効した。その第7条第4項においては、「先住  

民言語の発展を保護・奨励することを棄損するこ  

となく、国語－スペイン語の教育をつうじてすべ  

てのメキシコ人に共通の言語を奨励する」と規定  

された。しかし、これをみる限り、1973年に改正  

された連邦教育法（LaLeyFederaldeEducaci6n）  

において盛り込まれた「lヰ語数育をつうじて、上  

着言語の使用を棄損することなく、すべてのメキ  

シコ人に共通の言語を普及する」（第5条第3項）  

という規定から人きな前進があるとは思えない。  

1992年の教育法改正の主眼は、連邦立の基礎教育  

（修学前・初等・前期中等教育）およびその師範  

学校を州の管帽に移すという分権化（連邦化）に  

あり、先住民教育にかんする第38条をみても、先  

住民集団の言吾郎勺・文化的特徴に応じた対応策を  

とるという簡単な規定にすぎず、ILO第169号条約  

にあるような先住民教育にたいする細かな規定は  

みてとれない。そして、先の引用でアギラール＝  

ネリーが指摘するように、新しい教育法のなかに  

「文化間教育」にかんすることは言及されていな  

い1二i。   

その後、1994年にエルネスト・セデイージョ  

（EmesloZedilloPoncedeLe（）n大統領19942000）  

が政権についた翌年、メキシコのケレタロで開催  

された「教育科学文化のためのイベロアメリカ機  

構（（）rganizaci6n de EsladosIberoamericanos para  

laEducaci6n，1aCienciaylaCultura、以下OEI）」に  

よる先住民教育政策をめぐる専Ilリ家会議におい  

て、文化間数育の重要性が議論された。この会議  

は、1996叶、1997叶と続けて開催され、ラテンア  

メリカ各国における先住民教育の情況報告や文化  

間教育にかんする具体的な提言がなされた11。こ  

うした情況のなかメキシコでは、1997年、初」等教  

育において公式に「二言語・二文化教育」が「二  

言語・ 文化m教育」におきかえられ（Sclm1elkes  

2003：1）、そのためのマニュアルや教科書、生徒  

用のワーク・ブックなどの作成がはじまる。そし  

て、1999年には、Ⅰ）GEIから『先住比の少女と少年の  

ための∴言語・文化rLn教育の一般指針（Lineamient（）S  

Generales parala educaci6ninlercu］1ura］bi］ingtie   

使われはじめたのは1990年にはいってからであっ  

た（BerlelyBusquetS1998：89、AguilarNery20O4 

41、VelascoCruz20O9：341ほか）。こうした変化  

は、メキシコ政府がIL（）第169号条約などいくつか  

の条約の批准によって、先住民文化の擁護や文化  

的多様性の尊童を教育の場においても具体的に表  

明する必要があったという二埋再もあろう（〔；onzalez  

Apodaca20O8：57） 

また、上述のとおり「∴文化教育」においては  

理念・ノノ法・教材・教員の起と質・住民の理解な  

どさまざまな問題があり、「文化m教育」はそうし  

た諸問題を克服するためのあらたな取り組みでも  

あっただろう。しかしながら、この「文化間教育」  

についても、その解釈をめぐっては多くの議論が  

ある。たとえば、先住比居住地区で働く教員だけ  

がしたがうべき教育の指針、先住民学校のための  

教育学的な提案、先住比族のl七l比社会への同化を  

熱望するあらたな名前、こうした点が指摘されて  

いる（TovarC冶nleZ2006：3536）。また、アギラー  

ル＝ネリーが、l王1立教百人学ティファナ校で先住  

民居住地区における教育について学ぶ学十課程プ  

ログラムに登録している教員に「文化間教育」と  

は仙を意味するかを聞いたところ、その答えは多  

様で、曖昧なものや誤っているものも多く、無回  

答という場合さえあった（AguilarNery20O4：41） 

しかし、アギラール＝ネリーは「文化間教育」を  

めぐって多様な解釈がなされるのは教員だけでは  

なく、政府などの公的な定義においてもまた同様  

であるとつぎのように論じている。  

20lll二紀の90叶代なかばまで、文化間数育につ  

いての言 及は、公的な言説のなかで周辺的な  

ものであった。「教育発展計画（Programade  

I：）esarrolloEducativo）1995－2OOO」においては、  

文化間数育にも先住民集団にたいしてさえも肌  

確な言及はない。（中略）また、一般教育法や師  

範学校における教員養成の計画やプログラムの  

なかにも、文化的多様性には言及されているも  

のの、文化間という捉案はなかった（A卯ilar  

NeⅣ2004：42－43）。  

メキシコが複数又化の国であると規定された  
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para］asninasy］osninosindigenas）』が附され、二  

言語・文化間教育の本格的実施にl句けて動き附し  

たといえる。42項臼におよぶ指針のなかで、文化  

間教育についてはつぎのように定義されている 

ている。しかしながら、1980年代以降続く新自由  

十義的政策によって、教育や福祉にたいする財政  

支出の抑制や貧困の拡人が進行するなか、この教  

育政策が、いわゆる「社会的弱者」に位置づけら  

れてきた北住民の不満や反発を押さえ込もうとす  

る方便として利用される可能性もあろう（青木  

2008参照）。また、グローバリゼーションの時代に  

世界各国、とりわけ欧米諸国や国際機開から投資  

や援肋を呼び込みたいメキシコ政府が、比主主義  

の進展や人権の尊重という点において十分に配慮  

しているということをllし界にアピールするための  

「アリバイ」としてこの教育政策が利用されるこ  

ともあるのではないだろうか 

2111蟻己に入りPAN政権によって打ち出された矢  

継ぎ｝の先住比政策にたいして、先住比側がかな  

らずしも賛成を表明しているわけではないことか  

らもそうした懸念がもたれる。たとえばEZLNは、  

2001叶憲法の先住民族にかんする条項には多くの  

問題がはらまれているとして、メキシコ政府や内  

外の報道機関に向けてこれに反対する声肌を出し  

ている。そして、EZLNは政府との交渉を打ち切っ  

て、新しい憲法の制定を訴えるなど独自の運動を  

継続している。すなわち、∴言語・文化間教育政  

策を含め政府が十導する先住民政策は、すべての  

先住民が望むかたちで展l川されているわけではな  

く、彼／彼女らがおかれている厳しい情況がかな  

らずしも十分に改帯されたわけでもない。   

現在、メキシコの先住民系住民は、その多くが  

閉鎖的な社会を構成しているわけはなく、人都市  

や海外への出稼ぎや移住】（）、村落共同体内部の変  

化などによって、価値観や生活スタイルの多様化  

が急速に進む。先住比言語を話すことができずス  

ペイン語のみを話すものも多く、H身地にたいす  

る思い入れがあったとしても、比族アイデンティ  

ティそのものが希薄である場合が多い。そうした  

なかで、どのような言語・文化的要素を教育内容  

とするのか、それを誰がどのように決定し、どの  

ような方法で教授するのかなどといった点は重要  

な課題であろう。教育を受ける住民の側の教育に  

たいする考え方も多様であり、また教育を受けた  

ものが社会上昇をはたすなか、先住民系住民間の  

社会的・経済的格差も拡大する。こうしたさまざ   

文化m教育とは、つぎのような教育であると理  

解される。文化的・言語的多様性を承認し、そ  

れに配慮する。差異にたいする敬意を促進す  

る。地元・地域・l王1家のアイデンティティの強  

化を助長して、国民的統一の形成と、すべての  

ものの白山と止義を探求する態度と実践の発展  

につとめる（SEP－DGEI1999：11）。   

この指針は、先住民教育にあたる担当者の指針  

のひとつとなった地域もあったが（GarciaSegura  

2004：75）、しかしながら、二言語・文化間数育の  

l王1家によるより具体的な取り組みは、2000年、長  

期にわたって政権を握ってきたPRIからl王1比行動  

党（PartidodeAcci（うnNacional、以卜PAN）に政権  

が移ってからはじめられた。同政権が策定した  

「教育全国計画（PlanNacionaldeEducaci6n）2001  

2006」において文化間教育の概念が登場し、2001  

叶には、1992叶に政止した憲法の第4条を第2条  

に移し、先住民の権利擁護や先住民共同体の自治  

などを認める大幅な改正をおこなって「二言語・  

文化間教育」を促進することが盛り込まれた。ま  

た、同じく2001年には、同教育を専IllJに所管する  

「二言語・文化間教育総合調盛局（Coordinaci6n  

GeneraldeEducaci6nInterculturalBilingtie、以下  

C〔；EIB）」が教育省直属の部局として設置され、  

2003年の先住民放言言封奄利一般法の制定とあわせ  

て、∴言語・文化間教育にかんして制度上の整備  

が進められていったのである15 

むすびにかえて   

20lll二紀末から導入されはじめた∴言語・文化間  

数育は、メキシコ政府にとって、「同質的文化」に  

かわって「複数文化」を国家の新たな統合原理と  

するうえで重要な政策のひとつである。それは、  

先住民の文化や価値を′承認・奨励し、先住民にた  

いする差別をなくしていくことを大きな目的とし  
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まな問題を抱えながら二言語・文化間教育の実践  

がはじまり、また先住民大学の設置も進むなか、  

各地の実践にかんする報告記録が出版されはじめ  

た。今後はこうした記録などの資料をもとに、こ  

の教育政策や実践がもつより具体的な問題を検討  

したい17 

1964年に「文化振興相当員・二言語教員全国機   

構（ServicioNaciona］dePromotoresCultura］esy  

MaestrosBilingties）」が創設されると、：言語教   

育を補佐する人員として教育省の所属となっ   

た。  

5 1977年に開催された第2同会議の様子につい   

ては、黒沼ゆり子『メキシコからの手紙－イン   

ディへナのなかで考えたこと』岩波新吉、1980、  

pp．14－20、その会議において採択された「メキ   

シコ北住民族社会経済発展のための行動計画  

（ProgramadeAcci6nparaelDesarrolloSocialy  

Econ6micodelosPueblosIndigenasdeM占Ⅹico）」   

については、INl1978：369381を参照。この計   

画の教育にかんする項Hにおいては、教員はバ   

イリンガルであることが別記されている。  

6 メキシコのアイデンティティを言語と読み書   

き能力という視点で論じるキングは、ANPIBAC   

が1982年以降、教育当局とより据接な協力関係   

のもとで機能していたと述べる。そして、CNPI   

およびANPIBACはなかば公的な組織であり、   

破壊的な潜在能力を有する北住民遊動を取り込   

む目的で創設されたと指摘する（King1994：7O   

71）。  

7 たとえば、松久1982：310、BerlelyBusquetS  

1998：86、田中2000：154などを参照のこと。   

グティエレス＝チョングは、先住民知識人によ   

る遊動の成果のひとつとして、メキシコが複数   

文化の国であることをうたった1992年の憲法改   

定をあげる（Guti6rrezChong20Ol：169）。また、   

こうしたメキシコの先住民遊動は、1971年、  

1972年のバルバドス芹言をはじめ、ほかのラテ   

ンアメリカ諸l七lにおける先住民運動の影響を受   

けているとされる（RamirezCastaneda2OO6：167、  

BertelyBusquets1998：86ほか）。  

8 この条約の止式名称は、「独立l七lにおける先   

住民丑びに他の部族民及び半部族民の保護及   

び同化に関する条約（Conventionconcerningthe   

ProtectionandIntegrationofIndigenousandOther   

TribalandSemi－TribalPopu］ationsinlndependent   

Countries）」であり、先住比の「保護・同化」と   

いう条約の趣旨がこの名称にも明確に示されて   

いる。   

注 

1 メキシコの現憲法は、1910年にはじまるメキ   

シコ革命のなかで制定された1917年憲法を某礎   

としている。メキシコでは1821叶の独立達成以   

後、1824年、1857年など、数度にわたって憲法   

が制定されているが、1917年憲法はとくに1857   

叶憲法をもとに議論された。また、1917年以降、   

現行憲法は、時代の情況にあわせて頻繁に改正   

が練り返されている。  

2 筆者は先の論考において、多文化主義と新山   

再主義が結びつくことの問題性を考えるきっか   

けとして、メキシコにおける複数文化主義の導   

入期である1970年代の先住民教育および農村教   

育を検討した。本稿は、その続編をなすもので   

ある。  

3 初期の北住民団体としては、カルデナス政権   

卜（19341940）の1938年に、「全国先住民学年   

連盟（Federaci6nNacionaldeEstudiantesIndige－   

nas）」がALl織された（HemandezHernandez1988：  

169）。また、1948年には、「メキシコ先住民   

知識人専門職連合（Asociaci6nMexicanade  

ProfesionaleslndigenaseInte］ectuales）」が結成さ   

れた（Guti6rrezChong20Ol：161）。1973年には、  

「ナウア先住民専門職組織（Organizaci6nde  

ProfesionislaslndigenasNahuas）」が組織される。   

先住民組織の代表的指導者エルナンデス＝エル   

ナンデスによると、l七l家にたいして新たな関係   

を要求する組織が数多く誕年したのは1970年代   

であった（HernandezHernandez1988：173）。  

4 文化振興担当員は、20ll蟻己なかば以降、先住   

民居住地域において教育を普及するための補助   

的な役割を担った。担当員には、初等教育レベ   

ルを終了したスペイン語を許す先住比村落出身   

の若者が任命され、当初はINlの所属であったが、  
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9 詳しくは、中米の人びとと千をつなぐ会舶訳   

『「コロンブス」と闘い続ける人びと－インディ   

オ・黒人・民衆の祇抗の土百叶』人相書店、1992   

を参照。  

101991年から1999年まで、世界銀行の支援をノ受   

けてメキシコが実施した教育プロジェクトは10   

におよび、そのうち、貧凶の州における初等教   

育プロジェクトが2つ、基礎教育l川発プロジェ   

クトが1－つであった（斉藤2004：9）。そのほ   

か、米州l肛私肛行の支援による基礎教育プログ   

ラムが1－つあった（米村2003：178）。また、   

EZLNの蜂起以降、多くのl七l際ボランティアや   

NG（）が彼／彼女らを支援し、多くのジャーナリ   

ストがこの問題を報道していることが、メキシ   

コ政府にたいする圧力になっていることもグ   

ローバリゼーションの時代だからこそ起こりえ   

たのであろう。  

11 このエヒードと呼ばれる農民の共有地につい   

ては、実際は違法な譲渡や売買が進んでおり、   

事実上崩壊しているという説が一般的である。   

詳しくは、石井章『ラテンアメリカの農地改革   

論』学術H版会、2008、第山部を参照。  

121979叶、ユネスコのラテンアメリカ・カリブ   

地域事務所を中心、として、ラテンアメリカ各国   

の教育および経済相当大臣がメキシコ・シティ   

で会議をもち、「教育某幹プロジェクト   

（ProyectoPrincipa］deEducaci6n）」と称される   

教育改革プロジェクトの構想が拝まれた。2000   

年までに普通教育を完全実施し、非識字を解消   

することなどがおもな目標とされたこのプロ   

ジェクトには、社会的に恵まれない層に優先順   

位が与えられており、そのなかに先住民も含ま   

れている（斉藤2004：1518）。文化間教育の概   

念はこうした枠組みのなかで議論されたという   

（P6rezRuis20O9：257）。  

13 一般教育法は、1993年7月13日の官報（Diario   

OficialdelaFederaci6n，（http：／／dof．gob．mx／nota   

tomagenfs．php？coddiario＝204978＆pagina＝41＆   

seccion＝O〉）に掲載された。ただし、第7条第   

4頓については、2003年3ノ」13口、甘報におい   

て公布された「先住民族言語権利一般法（La   
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に改定された。なお、現行の一般教育法につい  

ては、江原裕美「資料メキシコ合衆国の総合教  

育法」『帝京法学』第25巻第1号、2007に全訳さ  

れている。  

教育をつうじて、国家の言語的多様性の知識  

と先住民族の言吉酎こたいする権利の尊童を促  

進する。先住民言語話者は、独Hの言語およ  

びスペイン語による義務教育をノ受けることが  

できる（（http：／／dof．gob．rIlX／notatOimagenfs 

Php？coddiario＝28323＆fecha＝13／03／2003＆pag－  

ina＝6＆seccion＝1〉）。  

14 これら会議は、OEIが推進するプロジェクト   

「北住民族のための教育政策（Po］iticasguber－   

namentales educativas paralos pueblos indi－   

genas）」の一環としてl川催され、1995年の会議   

は、（）Elとともにメキシコ教育省によって招集   

された。そこにはメキシコのほか、ボリビア、   

コロンビア、エクアドル、グアテマラ、ホンジュ   

ラス、ニカラグア、パラグアイ、ペルーの教育   

省から代表が出席した。詳しくは、Proyectode  

］a（）EI，”Po］iticasgubemamentaleseducalivaspara  

］ospueb］osindigenas”，enRevistaH）erOamericana   

tkEducaciLjn，ntlm．13，Educaci6nBilingtleInter－   

Cu］1ura］，1997，くhtlp：／／www．rieoei．org／oeivirl／rie13   

alO．pdf）を参照のこと。  

15 CGEIBのiJJ代局長のシュメルケスは、「文化rLn   

（inlercu］1ura］idad）」の概念についてつぎのよう   

に述べている。メキシコやほかのラテンアメリ   

カ諸l王1は「多文化（multicultural）」という現実   

を抱えているが、そこには、複数の文化のあい   

だで差別を生む権力関係があり、抑圧や搾取が   

存在するきわめて不均衡な状態がある。「文化   

間」とは、こうした不均衡な権力関係を否定し、   

文化の違いを豊かさ（riqueza）ととらえたうえ   

で平等で民主的な社会を築くための概念である   

とする（Schme］kes20Ol：2729）。  

16 バハ・カリフォルニアにおける∴言語教育に   

かんする調査によると、1982年に都市部で、1983   

年から84年にかけて農村部で北住民系の移住者   
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にたいする二言語学校が設置された。その後、   

二言語学校は徐々に増加していくが、この地域   

における∴言語学校は、住比の要求によるもの   

ではなく、当初から地ノノ自治体によって強制さ   

れたものであり、北住民移住者の多くはさまざ   

まな理山から子どもたちを学校に適わせたがら   

なかったという（LestageyPerez2OO3：252   

253） 

17 二言語・文化間教育は、先住民のための教育   

というだけではなく、非北住民がメキシコ北住   

民の言語や文化を学ぶ、あるいは少なくともそ   

れを尊座する態度を養うというH的ももってい   

る。また、北住民言語を話せない先住民系住民   

も多く、彼／彼女らがみずからの「ルーツ」と   

して先住比言語や文化を学ぶということもある   

だろう。こうした点についても、今後注目して   
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The Introduction of 

Bilingual Intercultural Education in Mexico 

Toshio AOKI 

The Mexican Constitution was amended in 1992 

to provide that Mexico has a pluricultural composition 

which began with and continues to include indigenous 

peoples. Furthermore, the new Constitution revised in 

2001 made a provision for the recognition of their 

autonomy, as well as the respect of their cultures and 

rights. The government, which previously had aimed 

to integrate the nation by creating a "homogeneous 

culture", redefined Mexico as a pluricultual nation, 

and started to seek national integration within the 

framework of cultural diversity. Educational policies, 

which are policies that strongly affect indigenous 

peoples, also began to be reviewed in the 1990's in 

order to construct a new Mexican identity. 

In rural areas in the second half of the 20th 

Century, bilingual-bicultual education was introduced 

in opposition to the integrationist or assinlilationist 

educational policy. This new educational policy, 

however, had not necessarily lunctioned, partly due to 

the ambi~aity of bicultural education, the lack of 

teaching stall, methods and materials. It was 

substituted by bilin~aal intercultural education 

(educacicin intercultural bilingiie, EIB) in the 1990's. 

During this period of changes in educational 

policies toward its indigenous peoples, Mexico 

confronted an upheard-of economic crisis. The 

government adopted so-called neo-liberal policies 

under the support of some international organizations 

such as the IMF and the World Bank, and tried to 

enter into the global market economy - in other 

words, "globalization". On the other hand, most 

indigenous peoples, whose conditions have become 

worse with the increasing gap between the haves and 

have-nots, have begun to organize and raise their 

voices for their own rights and benefits. 

The Mexican government, in the face of growing 

donlestic and international pressue to delend the 

human rights of minorities, was obliged to relorrn the 

Constitution to establish Mexico as a "pluicultual 

nation". What dose this shilt imply during the period 

of globalization? This paper considers this question, 

focusing on the process of changes in the educational 

policies, especially the EIB, in relation to the 

indigenous peoples. 


